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識
字
率
向
上
月
間 

 
 
 

平
成
25
年
３
月
２
日
（
土
） 

春
の
家
族
旅
行 

― 

渥
美
Ｒ
Ｃ
桜
ま
つ
り
例
会 

― 

 
 
 

於 

田
原
市
福
江
町 

 
 
 
 

「
夕
焼
け
横
丁
一
丁
目
」 

 
 

 

会
員 

30
名 

出
席
計
算
数 50

名
中
30
名
出
席 

出
席
率
54
・
55
％ 

前
々
回
出
席
率
93
・
22
％ 

  

ゲ
ス
ト 

元
米
山
記
念
奨
学
生 

 

ジ
ラ
ル
ン
ル
ァ
ン
チ
ャ
イ
・ 

グ
ン
テ
ィ
ダ
ー
（
グ
レ
イ
ス
） 

米
山
記
念
奨
学
生 

 
 

周 
 
 
玮
 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ワ
ー
ム
ス 

ご
家
族 

21
名 
 

事
務
局 

 

２ 
名 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

親
睦
活
動
委
員
会
の
皆
さ
ん
今
日
は
お

世
話
に
な
り
ま
す
。
春
の
渥
美
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 

鬼
頭 

茂
成 

親
睦
活
動
委
員
会
の
皆
さ
ん
本
日
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
岡
村 

隆
德 

楽
し
い
旅
行
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

小
笠
原
和
俊 

本
日
、
こ
の
良
き
日
、
62
回
目
の
誕
生

日
を
迎
え
ま
し
た
。
親
睦
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

柴
岡 

正
将 

親
睦
活
動
委
員
会
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
す
。
楽
し
み
で
す
。 

丹
下 

富
博 

堀
江 

英
弥
・
木
村 

光
徳 

田
崎 

雅
三
・
佐
藤 

 

彰 

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

青
木 

靖
高
・
林 

 

順
治 

石
田 

浩
之
・
小
澤 

幸
男 

日
比
野
委
員
長
ご
苦
労
様
で
す
。
家
族

旅
行
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

春
日
井
和
良
・
浅
井 

隆
宣 

近
藤
宏
一
郎
・
小
野 

定
男 

杉
浦 

令
淑
・
浅
野 

 

彰 

お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

大
原 

敏
正
・
前
田 

隆
久 

ご
苦
労
様
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。 
 
 
 
 
 
 
 

山
口 

正
孝 

家
族
で
参
加
し
ま
し
た
。
渥
美
の
風
景
を

堪
能
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
渡
辺 

観
永 

長
女
夫
婦
と
孫
、
次
女
、
母
親
、
奥
さ

ん
の
合
計
７
名
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

松
本 

哲
朗 

ご
参
加
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

日
比
野
富
士
男
・
出
口 

 

忍 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 

酒
井 

 

修 

 
春
の
家
族
旅
行 

― 
渥
美
Ｒ
Ｃ
桜
ま
つ
り
例
会 

― 

 

       

    

                    

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

午
前
８
時
30
分
／ 

 
 
 

栄
よ
り
バ
ス
出
発 

午
前
11
時
10
分
／ 

 
 
 

田
原
・
い
ち
ご
狩 

 
 
 
 
 
 

午
前
12
時
15
分
／ 

 
 
 

渥
美
Ｒ
Ｃ
例
会              

（
夕
や
け
横
丁
一
丁
目
） 

菜
の
花
・
桜
ま
つ
り             

午
後
２
時
50
分
／ 

伊
良
湖
岬
・
御
津
町 

午
後
18
時
00
分
／ 

栄
に
て
解
散 

 
      

                     

渥
美
Ｒ
Ｃ
菜
の
花
・
桜
ま
つ
り
例
会
・ 

春
の
家
族
旅
行
例
会
を
終
え
て 

 
 

親
睦
活
動
委
員
長 

日
比
野
富
士
男 

 

本
年
度 

千
田
ガ
バ
ナ
ー
の
ガ
バ
ナ

ー
方
針
の
中
で
地
区
内
交
流
の
活
性
化

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
我
が
大
須
Ｒ

Ｃ
は
、
渥
美
Ｒ
Ｃ
と
の
地
区
内
交
流
と
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な
り
ま
し
た
。 

昨
年
十
月
十
日 

に
岡
村
幹
事
と
私 

で
渥
美
Ｒ
Ｃ
の
例 

会
に
メ
イ
キ
ャ
ッ 

プ
出
席
さ
せ
て
頂
き
、
先
方
の
川
口
会

長
、
三
浦
親
睦
委
員
長
と
打
ち
合
わ
せ

し
、翌
年
の
三
月
二
日
に
催
さ
れ
る「
菜

の
花
・
桜
ま
つ
り
例
会
」
に
是
非
ご
家

族
と
一
緒
に
と
ご
依
頼
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
し
て
十
一
月
の
理
事
会
に
於
い

て
渥
美
Ｒ
Ｃ
交
流
・
春
の
家
族
旅
行
例

会
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
浦

委
員
長
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
会

員
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
出
席
者
は
会

員
三
十
名
、
家
族
二
十
一
名
、
ゲ
ス
ト

五
名
の
計
五
十
六
名
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
晴
れ
た
も
の
の
気
温
が
上
が

ら
ず
、
強
風
の
中
予
定
参
加
者
全
員
の

出
発
と
な
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
片
道
二
時
間
半
、
例
会
前
の
イ
チ

ゴ
狩
り
で
は
皆
様
イ
チ
ゴ
を
堪
能
頂
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
例
会
場
で
は
会

員
・
家
族
共
、
渥
美
Ｒ
Ｃ
様
の
温
か
い

お
も
て
な
し
の
食
事
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
桜
ま
つ
り
会
場
で

は
温
か
い
あ
さ
り
汁
、
団
子
、
コ
ー
ヒ

ー
な
ど
の
ご
厚
意
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
免
々
田
川
の
辺
り
は
、
今

年
の
寒
さ
で
河
津
桜
は
一
分
咲
き
で
し

た
が
、
満
開
の
菜
の
花
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
渥
美
Ｒ
Ｃ
会
員
様
が
同
乗

下
さ
り
、
伊
良
湖
周
辺
の
案
内
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
帰
り
に
は
、

渥
美
Ｒ
Ｃ
様
の
ご 

厚
意
に
よ
る
「
新 

鮮
野
菜
詰
め
合
わ 

せ
」、
お
土
産
用
の 

「
厳
選
あ
さ
り
」 

を
積
み
込
ん
で
い 

た
だ
き
、
多
忙
の 

中
多
数
の
見
送
り 

を
受
け
、
心
厚
く 

感
じ
ま
し
た
。 

到
着
時
間
は
予 

定
よ
り
遅
れ
ま
し 

た
が
、
会
員
様
の 

ご
協
力
で
車
中
で 

も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

事 

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
日
都
合
が
付
か
ず
不
参
加
の
会
員

家
族
様
、
是
非
渥
美
・
田
原
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
私
の
感
想
を
思
い
出
し

て
野
菜
・
あ
さ
り
を
食
し
て
頂
け
た
ら

一
層
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

な
り
ま
し
た
が
渥
美
Ｒ
Ｃ
様
の
ご
厚
意
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

３
月
14
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

識
字
率
向
上
委
員
会
卓
話 

「
識
字
率
向
上
月
間
に
ち
な
ん
で
」 

地
区
識
字
率
向
上
委
員
長 

（
津
島
Ｒ
Ｃ
）
鈴
木 

吉
男
さ
ん 

  
 

広
報
委
員
会 

近
藤
宏
一
郎
・
林 

 

富
徳 

杉
浦 

令
淑
・
青
木 

靖
高 

 
 
 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

                                   

                                   

                                   

(前回の続き) 

モーリタニアの素敵な光景、添付の写真で少しご覧いただけます。この写真を見て、モーリタニアに来たく 

なって、ぜひぜひ会いにいらしてください！そしてもちろん、皆さま、ご存知の通り私はその土地の人たちの生活を眺め

るのも大好きなので今年はホント、もっともっとここの人たちの生活の中に入って行けたらと思います。 

セネガルと同じようにここでもアフリカンデザインの布を買って仕立て屋さんに持っていき、オーダーメイドでいろいろと

作ってもらうことができます。アフリカの布はデザインがホント素敵です。モーリタニアの染め物も手作りの優しさが一杯

で、しかも綿１００％のためとても柔らかくて素敵な布ですよ。 

２０１１年から２０１２年にかけての大きな変化と言えば！！！ここでも車に乗るようになったってことですね。ヌアクシ

ョットで車を運転できるようになるとホント、生活が変わります。そしてもともと運転大好き人間の私は例え毎日５分から

１０分のドライブであっても、ホント、毎回運転、超楽しんでます。２０１２年の年末から今年の年始にかけて、セネガル

のンブールまで車で行ってきました!自分の車で国境を越えたのは人生で初めて！ 

何はともあれ、私の２０１２年の写真は少し、添付の写真でご覧下さいませ。毎年のことですが・・・載せてほしい写

真があるのに載せられていなかったり、会えたのにもかかわらず写真を撮らずじまいだったりした方には、本当にごめん

なさい！！！特にイタリアと東京で会えた方々の中に、一緒に写真を撮り 

忘れてしまった方が何人もいます・・・。ホント、毎度のことですがごめんなさ 

い。でもその際はどうもありがとうございました。 

そしてそして、今でも頻繁にリクエストを受けますが、フェイスブックに写真、 

全然載せていなくてごめんなさい！！！私のページで見られる写真はほと 

んどが友達からタグされた写真です 笑 でもこの１年に一度のなぜか恒 

例になってきているこの年賀状メールで皆さまの見たかったモーリタニアの 

様子が少しご覧いただけたらいいなと思います。（中略） 

２０１２年が皆さまにとりまして素敵な１年であったことを祈ります。そしてそ 

して、２０１３年、今年は皆さまや皆さまの大好きな方々にとりまして、よりたく 

さんの素晴らしい出来事とたくさんの笑いに囲まれた１年となりますように！ 

改めまして、ホント、こんなに遅くの新年のごあいさつでごめんなさい・・・。 

あけましておめでとうございます！！！！そして今年もどうぞよろしくお願 

いいたします！！！                    
Ｌｏｖｅ，なつこ  
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